
我が国の森林に関する記述Ａ～Ｃのうち、妥当なものを全て選んでいる

のはどれか。

Ａ．我が国の森林面積は年々増加している。

Ｂ．森林の分布は冷温帯性から熱帯性にいたり、多様な樹種、林相に恵ま
りんそう

れている。

Ｃ．江戸時代には、国土保全や藩財政の確保などの目的から盛んに森林の

造成が行われた。

１．Ｂ

２．Ｃ

３．Ａ と Ｂ

４．Ａ と Ｃ

５．Ｂ と Ｃ
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正答：２



我が国の森林の所有形態に関する記述Ａ～Ｄの正誤の組合せとして妥当

なものはどれか。

Ａ. 林野庁が所管している国有林は、日本の森林面積の約 30％を占める。

Ｂ. 都道府県や市町村、財産区などが所管している森林を公有林という。

Ｃ. 個人や会社が所有している私有林は、日本の森林面積の約 70％を占め

る。

Ｄ. 公有林と私有林を合わせて民有林という。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

１．正 誤 誤 誤

２．誤 正 正 誤

３．正 誤 誤 正

４．誤 誤 正 正

５．正 正 誤 正

正答：５
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